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二
〇
一
五
・
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刊
  

四
三
六
頁
  

三
二
〇
〇
円
 

  
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
お
け
る
代
表
的
な
古
典
の
翻
訳
に
定
評
の
あ
る
平
凡
社
、

東
洋
文
庫
シ
リ
ー
ズ
か
ら
新
た
に
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
が
出
版
さ
れ
た
。

本
作
品
は
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
王
族
の
出
身
で
ム
ガ
ル
朝
の
創
始
者
と
な
っ
た
バ

ー
ブ
ル

（
一
四
八
三
�
一
五
三
〇
）
の
自
叙
伝
で
あ
る
。
そ
の
簡
潔
で
的
確
な
文

体
や
率
直
な
心
情
表
現
に
よ
り
、
テ
ュ
ル
ク
語
散
文
の
傑
作
と
さ
れ
る
だ
け

で
は
な
く
、テ
ィ
ム
ー
ル
朝
崩
壊
期
に
活
躍
し
た
一
君
主
の
自
叙
伝
と
し
て
、

中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
史
に
お
け
る
第
一
級
の
史
料
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
 

 
本
書
は
間
野
英
二
氏
に
よ
る
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
の
研
究
』
（
松
花
堂
、

全
四
巻
）
の
う
ち
第
三
巻
、『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
の
研
究
Ⅲ
 
訳
注
』
（
一
九

九
八
、
以
下
『
訳
注
』
）
の
改
訂
新
版
で
あ
り
、
『
訳
注
』
の
第
一
部
フ
ェ
ル
ガ

ー
ナ
、
第
二
部
カ
ー
ブ
ル
、
第
三
部
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
分
冊

し
た
、
全
三
巻
か
ら
成
る
。
そ
の
特
長
を
簡
潔
に
述
べ
れ
ば
、
間
野
氏
の
長

年
の
研
究
に
裏
打
ち
さ
れ
た
優
れ
た
校
訂
に
基
づ
く
、
正
確
な
翻
訳
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
は
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
の
研
究
』
各
巻
に
対
す

る
多
く
の
新
刊
紹
介
、
書
評
で
高
く
評
価
さ
れ
、
改
め
て
贅
言
を
要
さ
な
い
。

『
訳
注
』
は
既
に
絶
版
と
な
っ
て
お
り
、
本
書
の
出
版
に
よ
り
、
こ
の
優
れ

た
翻
訳
本
が
再
び
書
店
で
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し

い
。
さ
ら
に
改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
誤
植
の
訂
正
や
表
記
規
則
の
変
更
に
留

ま
ら
ず
、
百
点
を
超
え
る
内
容
上
の
修
正
、
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

 
専
門
家
に
と
っ
て
、
本
書
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
点
は
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー

マ
の
研
究
Ⅰ
 
校
訂
本
 
第
二
版
』
（
二
〇
〇
六
）
の
補
訂
を
受
け
て
細
部

が

改
訳
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
補
訂
で
は
、
第
一
版
で
も
使
用
さ
れ
た

四
点
の
写
本
に
加
え
、
新
た
に
三
点
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
テ
ュ
ル
ク
語
写
本
が

用
い
ら
れ
た
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、『
訳
注
』
に
登
場
す
る
都
市
ウ
ト
ラ

ー
ル
が
、
本
書
で
は
別
都
市
で
あ
る
タ
ラ
ー
ル
と
さ
れ
て
い
る

（
第
一
巻
一
七

頁
、
二
七
九
�
二
八
〇
頁
 
注
一
〇
）。

こ
れ
ら
補
訂
で
用
い
た
写
本
七
点
の
概
要

は
、
間
野
氏
が
い
ま
だ
未
見
で
あ
る
写
本
三
点
と
と
も
に
、
解
題
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
従
来
の
校
訂
に
従
う
部
分
も
、
訳
文
に
つ
い
て
若
干

の
修
正
が
為
さ
れ
た
。
さ
ら
に
注
と
解
題
に
お
い
て
、『
訳
注
』
出
版
以
後
に

発
表
さ
れ
た
最
新
の
研
究
二
〇
点
余
が
追
加
さ
れ
た
。
 

 
一
般
読
者
に
と
っ
て
は
、
分
冊
さ
れ
て
サ
イ
ズ
が
全
書
判
と
な
っ
た
こ
と

で
、
携
行
に
便
利
と
な
っ
た
。
注
は
一
般
読
者
を
念
頭
に
お
い
て
全
面
的
に

改
訂
さ
れ
た
。
ま
ず
読
み
や
す
さ
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
注
の
一
部
が
括

弧
付
き
で
本
文
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
注
も
、
校
訂
に
用
い
た

諸
写
本
間
に
見
ら
れ
る
異
同
な
ど
、
専
門
的
な
部
分
が
削
ら
れ
た
。
加
え
て

「
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
壁
」
（
第
三
巻
一
七
五
頁
、
三
三
五
頁
 
注
一
一
）
な
ど
一
般

読
者
に
な
じ
み
の
薄
い
用
語
の
説
明
が
追
加
さ
れ
た
。
本
書
の
解
題
は
、『
訳

注
』
の
解
題
を
簡
略
化
さ
せ
、
間
野
氏
が
一
般
読
者
向
け
に
書
か
れ
た
著
作
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『
バ
ー
ブ
ル
�
ム
ガ
ル
帝
国
の
創
設
者
』
（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
の
記
述

を
踏
ま
え
つ
つ
変
更
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
点
で
、
本
書
は
専
門
家
の
み
な

ら
ず
、
広
く
一
般
読
者
に
も
奨
め
た
い
訳
書
で
あ
る
。
 
 
（
徳
永
佳
晃
）
 

       

          


